
刊 行 の 趣 旨

　株式会社ニコンが行った研究開発活動の成果を，広く紹介することが刊行の趣旨である．ニコ
ンのコア技術である「光利用技術」と「精密技術」をベースにした研究開発成果として，新製品
に盛り込まれた技術と，学会等の機関から評価を頂いた技術を中心として紹介している．尚巻末
には，本誌発行の前年に，当社技術者が外部に向けて発表したものを一覧として掲載する．



巻　頭　言

　2020年に世界が直面し今も続いている COVID-19の影響は甚大で，様々な側面で急速な変化が要求
されています．ニコングループを取り巻く環境も同様ですが，将来必要とされる事業や技術の方向性
が違う方向になったのではなく，前倒しされたに過ぎないと考えています．
　ニコングループが迎えているこの大きな転換期において必要とされることは，センシング技術，通
信技術，ビッグデータの分析技術などを組み合わせることで生まれる新たなビジネスモデルや業務プ
ロセスに応えること．人手不足や人件費の上昇，個人の価値観の多様化に応え，ものづくりの高度化・
自動化を実現すること，などがあります．これらの社会が求めていること，ニコンが貢献できる道具
で社会が何をしたいかのニーズを捉えることが重要です．そしてそのニーズを捉えつつ，道具を磨い
ていくことが必要です．
　本レポートを通じて，業務プロセスを革新するデータ分析技術，ものづくりの高度化に寄与するロ
ボットの高機能化を実現する技術など，ニコンの歩みの一端をお伝えいたします．

代表取締役 兼 社長執行役員

馬立 稔和

　世界中に大きな変化や制約が続いている昨今，その変化に対応する技術が求められ，かつ，その開
発プロセスにも今までとは次元の異なる柔軟性や変化が求められています．
　特に2020年前半は，世界中の事業活動が制限され各種学会が開催中止を余儀なくされる中，ニコン
も研究開発に不可欠な実験が実行困難となったり，開発成果のアピールや情報交換を行う場が限られ
たりしました．しかしそのような状況下においても，研究や開発への取り組み方法自体を見直す等の
工夫によって着実に前に進むことが出来ました．結果として，社会のニーズに応える製品に成果を反
映することが出来，2020年後半には再び活発化してきた学会等においても高い評価を頂くことができ
ました．
　2020年度に発売・発表した製品の技術解説と，2020年に外部機関から評価を頂いた論文テーマで構
成した本レポートを通じ，今年もニコングループでの研究・開発成果を皆様にお伝えします．我々が
取り組んでいる技術を皆様により深くご理解いただき，ニコンの技術を社会に役立てる契機になるこ
とを期待しています．

研究開発本部長

木戸 一博
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